
3号機 PCV水位低下に向けた検討状況について

2020年10月29日

東京電力ホールディングス株式会社



現状，耐震性向上策としてPCV(S/C)水位低下を行うため，以下の通り段階的に水位
を低下することを計画。

PCV取水設備の設計・取水後の運用を踏まえると，事前に移送水の性状を把握すること
が必要。

S/C底部に接続する既設配管（計装配管）に，ポンプ・タンク等の取水装置を接続し，
７月下旬～9月中旬にかけてサンプリングを実施。

1. 背景
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２－１．S/C内包水のサンプリング結果について
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累積取水量の増加に応じ，一部の水質（Cs-137,Cs-134等）に若干の低下傾向が見ら
れるが，大きな変化がないことを確認。

既設配管の容量分(14m3)の取水後の分析により，S/C内包水(底部)の水質を推定。

得られた水質を踏まえた設備の設計，運用を今後計画。

分析
項目

単位
採水日

2020/9/18

累積
取水量

m3 14.5

全α※ Bq/L <5.73E+00

全β Bq/L 7.88E+08

Sr-90 Bq/L 6.45E+07

Cs-134 Bq/L 3.15E+07

Cs-137 Bq/L 6.07E+08

塩素 ppm 1800

Ca ppm 20

Mg ppm 56

H-3 Bq/L 1.08E+07

サンプリング水 分析結果推移

S/C内包水サンプリング装置概要図
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２－２．S/C内包水の分析結果と影響について

S/C内包水の全α濃度が低い（検出限界値未満）ため， S/C内包水は現状の汚染水処理設
備へ移送可能な見込み。

放射性物質濃度(Cs-137，全β)は，現状の建屋滞留水と比較して高いため，汚染水処理
における運用や性能への影響に配慮し，移送量の調整や希釈等を考慮する必要あり。

その他，PCV取水設備の設計（遮へい設計，耐放性・耐食性の機器選定等）に当該分析
結果を反映予定。

※1：2020年4月~9月までのプロセス主建屋滞留水 分析値の平均

Ｓ/Ｃ内包水と建屋滞留の性状
建屋滞留水移送・処理への影響

PCV取水設備の
機器設計への反映項目 Ｓ/Ｃ内包水 建屋滞留水※1

全α※2 Bq/L <5.73E+00 2.50E+01 無 無

全β Bq/L 7.88E+08 3.49E+07 Cs-137等の放射性物質濃度が高いため，汚
染水処理設備の運用(吸着塔交換頻度)や吸
着性能に影響を及ぼす可能性あり。

遮へい，機器設計
(耐放性)へ反映

Cs-134 Bq/L 3.15E+07 1.16E+06

Cs-137 Bq/L 6.07E+08 2.15E+07

塩素 ppm 1800 600
滞留水よりやや高いが，過去の処理実績等
から影響は小さいと判断。

機器設計（耐食性）
へ反映

Ca ppm 20 25
建屋滞留水と同等であり，影響なしと判断

無

Mg ppm 56 ― 無

H-3 Bq/L 1.08E+07 ― 無 無

※2 : S/C内包水(底部)の全α濃度が低い原因として，既設配管の接続位置やサンプリング時の取水速度が考えられるが，運用に際し
水質の分析等を行いつつ対応することを検討予定。
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３．PCV取水設備に求めるべき機能について

今後のPCVの段階的な水位低下(ステップ1)に向けて，PCV取水設備に求めるべき主な機
能として，以下の項目を想定。

①PCV水位低下(原子炉建屋1階床面下まで)に向けた取水
取水量 ：PCV水位低下のため，取水量が原子炉注水量以上であること。
取水箇所 ：取水位置を原子炉建屋1階床面以下とすること。
水位計測 ：取水箇所の水位が計測可能であること。

②PCVから取水した水の移送
移送機能 ：取水した水を汚染水処理設備へ移送可能なこと。
流量調整機能 ：汚染水処理への影響を抑えるため，流量調整が可能なこと。
バウンダリ機能：漏えい防止のため汚染水バウンダリ機能を有すること。

3号機

PMB/HTI

35M盤

汚染水
処理設備

PCV取水設備概要図

PCV取水設備

原子炉
注水

PCV

S/C
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※S/Cから取水可能な既設配管を抽出するた
め，以下の条件を考慮して，RHR(A)，(B)系
配管およびコアスプレイ(CS系)配管を抽出。

・S/C既設配管の口径
炉注水量以上の取水が可能であり，自吸式ポ
ンプの取水ホースや水位計の設置が可能であ
ること。

・S/Cとの連通性
流路上に操作できない「閉」状態の弁等がな
いこと。

RHR(A)系 RHR(B)系

CS（A）系

作業エリアの雰囲気線量率

RHR（A）系 1～3mSv/h

RHR（B）系 5mSv/h

CS系 20～60mSv/h

4－1．PCV取水設備の検討状況について（取水方法）

炉注水量以上が取水可能な自吸式ポンプの取水箇所として，PCVに接続する既設配管を
活用し，PCV水位を原子炉建屋1階床面下まで低下する計画。

PCV(S/C)から取水可能な既設配管を抽出し※ ，当該箇所の雰囲気線量を考慮の上，原子
炉建屋1階にある残留熱除去(RHR) (A)系配管を取水箇所として検討中。

取水箇所に用いる水位計は耐放性も考慮し，滞留水移送でも実績があるバブラー式を採用
することを検討中。
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４－２．PCV取水設備の検討状況について（移送方法）

S/C内包水の放射性物質濃度が高いことを踏まえ，移送について，以下を考慮。
被ばく抑制の観点から，線量が上昇するエリアの拡大を抑えること
汚染水処理設備への移送に先駆け，水質の確認や希釈が可能であること
汚染水処理設備への移送が困難となった際の移送先を確保すること

既設配管
（RHR(Ａ)系）

取水箇所として
既設配管を活用

トーラス室または
汚染水処理設備へ移送

自吸式ポンプ

炉注水

水位低下

原子炉建屋地下
（トーラス室）

S/C

目標水位
（原子炉建屋
1階床面下まで）

PCV取水設備概要図（ステップ1）

汚染水処理設備へ

Ｌ 水位計

汚染水処理設備に加え，原子炉建屋地下（トーラス室）への移送も考慮
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４－3．PCV取水設備の検討状況について(バウンダリ確保)

取水設備を構成する機器を設置（挿入）するため，既設配管を切断し，新たなバウンダ
リを構築することが必要。

既設配管の設置箇所は環境線量が高く，メンテナンス性や施工に伴う被ばく低減の配慮
が必要であり，以下を計画。

自吸式ポンプの取水ホース，水位計を一体で挿入すること
取水ホースと水位計の挿入用スプールの接続部について，PCV内の常用監視計器
(PCV内の水位計・温度計)で実績がある配管継手を採用すること

閉止スプール

挿入用
スプール

PCV水面
位置

取水ホース設置のイメージ（既設配管切断後の状態）

隔離弁

配管継手

既設配管
（RHR(Ａ)系）

自吸式
ポンプ

配管継手イメージ
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４－４．PCV取水設備の検討状況について(施工・運用上の配慮)

原子炉建屋内の環境線量が高く，機器の設置および設置後のメンテナンスを考慮した
配置とすることが必要。

廃棄物処理建屋への設備設置を検討しており，震災前の既存設備や震災後に設置した
汚染水処理設備との干渉を考慮し，現場施工性を検証中。

PCV取水設備
設置検討箇所

廃棄物処理建屋 原子炉建屋

RHR(A)室(既設)汚染水
処理設備

現場施工性を確認次第，実施計画変更を申請の上，取水設備の設置，PCVからの取水
を計画。

:写真撮影方向

②

①

廃棄物処理建屋内の写真① 廃棄物処理建屋内の写真②


